
広告掲載取扱規程 

１２２ 

国立大学法人和歌山大学広告掲載取扱規程 

制  定 平成２７年１２月２５日 

法人和歌山大学規程第１７１４号 

最終改正 令和 ５年 ５月３０日 

（趣旨） 

第１条 この規程は、国立大学法人和歌山大学（以下「本学」という。）が掲載する広告に関

し、必要な事項を定める。 

（定義） 

第２条 この規程における用語の定義は、次のとおりとする。 

（１） 広告媒体 次に掲げる本学資産のうち広告掲載が可能なものをいう。 

イ 本学が作成する広報誌、冊子類、封筒及び給与明細袋等の印刷物 

ロ 本学ウェブサイト 

ハ 本学の財産 

ニ その他広告媒体として活用できる本学資産で学長が個別に定めるもの 

（２） 広告掲載 広告媒体に民間企業等の広告を掲載又は掲出することをいう。 

（広告の範囲） 

第３条 次の各号のいずれかに該当する広告は、広告媒体に掲載しない。 

（１） 政治性又は宗教性のあるもの 

（２） 社会問題についての主義又は主張 

（３） 誇大又は虚偽のおそれのあるもの 

（４） 公序良俗に反するおそれのあるもの 

（５） 第三者をひぼう、中傷又は排斥するもの 

（６） 風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律（昭和２３年法律第１２２号）

に基づく風俗営業及び風俗営業に類似した業種に関するもの 

（７） 第三者の著作権、財産権又はプライバシー等を侵害するおそれのあるもの 

（８） 法令又は規則等に反するもの 

（９） その他掲載する広告として適当でないと本学が認めるもの 

（広告の掲載位置等） 

第４条 広告の掲載位置、規格、枠数、掲載料の標準額及び作成方法等については、当該広告

媒体ごとに、本学が別に定める。 

（広告掲載の募集方法） 

第５条 広告の募集を行う場合は、原則として本学が管理するホームページにより公募する

ものとする。 

２ 前項の規定による公募は、広告媒体を新たに設定した場合、広告の枠を新たに設定した

場合又は広告の枠に空きが生じた場合に行うことができるものとする。 

（広告掲載の申請） 

第６条 広告の掲載を希望する者は、様式第１号により、学長に広告の掲載を申請するもの

とする。 

第７条 広告の掲載を希望する者が次の各号のいずれかに該当するときは、学長に広告の掲

載を申請することができない。 

（１） 役員等（広告の掲載を希望する者が個人である場合にはその者を、広告の掲載を希

望する者が法人である場合にはその役員又はその支店若しくは広告の掲載を希望す

る事務所の代表者をいう。以下「役員等」という。）が暴力団員による不当な行為の

防止等に関する法律（平成 3 年法律第 77 号。以下「暴力団対策法」という。）第 2 

条第 6 号に規定する暴力団員（以下「暴力団員」という。）であると認められるとき。 

（２） 暴力団（暴力団対策法第 2 条第 2 号に規定する暴力団をいう。以下「暴力団」と

いう。）又は暴力団員が経営に実質的に関与していると認められるとき。 

（３） 役員等が自己、自社若しくは第三者の不正の利益を図る目的又は第三者に損害を加

える目的をもって、暴力団又は暴力団員を利用するなどしたと認められるとき。 

（４） 役員等が、暴力団又は暴力団員に対して資金等を供給し、又は便宜を供与するなど
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直接的あるいは積極的に暴力団の維持、運営に協力し、若しくは関与していると認め

られるとき。 

（５） 役員等が暴力団又は暴力団員と社会的に非難されるべき関係を有していると認めら 

れるとき。（広告掲載の決定） 

第８条 学長は、前条の規定により申請があった場合は、第３条及び第４条の規定に基づき

審査し、次に掲げる順位により広告掲載を決定する。ただし、１ヶ月単位での募集の場合

において、同順位となったときは、掲載希望月の総数の多いものを優先し選定できるもの

とする。 

（１） 次のイ及びロに掲げるもの 

イ 和歌山県内産業の育成、県産物の販売促進、観光振興その他の県内地域経済の活性

化に資すると判断できるもの 

ロ 私企業のうち、公共性が高く、かつ、県内に事業所等を有するもの 

（２） 前号ロの規定に該当しない私企業又は自営業で、県内に事業所等を有するもの 

（３） その他のもの 

２ 第４条に規定する枠数を超えて広告掲載の申請があった場合において、前項の規定によ

り申請者の順位の優劣を判断できないときは、抽選により決定する。ただし、抽選に先立

って申請者と調整を行うことができるものとする。 

３ 学長は、前２項の規定により広告掲載の可否を決定した場合は、様式第２号により当該

申請者に通知するものとする。 

（広告の作成及び提出） 

第９条 広告主は、第３条及び第４条の規定に基づき広告を作成し、所定の期日及び場所に

提出するものとする。 

２ 前項の規定により作成する広告に関する経費は、広告主が負担する。 

３ 本学は、第１項の規定により提出された広告の内容が第３条又は第４条の規定に反する

と判断した場合は、広告主に修正又は削除を求めることができる。 

（広告掲載費用及び原状回復費用） 

第１０条 広告主は、本学の固定資産等への広告の掲載が許可された場合は、当該広告の掲

載に要する費用及び当該広告の掲載期間終了後における原状回復に要する費用を負担しな

ければならない。 

（広告掲載料の納付） 

第１１条 広告掲載料は、掲載の決定後、本学が発行する請求書により所定の期日までに原

則として一括前納するものとする。 

（広告の取消し） 

第１２条 学長は、次の各号のいずれかに該当する場合は、直ちに広告の掲載を取り消すこ

とができる。 

（１） 第９条第１項の規定により所定の期日までに広告が提出されないとき。 

（２） 第１１条の規定により所定の期日までに広告掲載料が納付されないとき。 

（３） 第３条又は第４条の規定に反すると判断したとき。 

（４） 第７条の規定に該当すると判断したとき。 

２ 学長は、前項の規定により広告掲載を取消した場合は、当該広告主に対して理由を付し

てその旨を通知するものとする。 

３ 本学は、第１項の規定により広告掲載を取消した場合において、既に広告掲載料が納付

されているときは、納付済みの広告掲載料は広告主に返還しない。ただし、複数月の広告

掲載料を納付しているときは、広告の取消しを通知した日の属する月の翌々月以降の広告

掲載料を返還する。 

４ 前項の規定により還付する広告掲載料には、利子を付さない。 

（広告掲載料の返還） 

第１３条 本学は、広告主の責に帰さない理由により、広告の掲載期間において当該広告を

掲載しなかった場合は、第４条で定めた広告掲載料に基づき、掲載しなかった日数に応じ

て日割り計算により算出した金額を広告主に返還する。ただし、当該広告を掲載しなかっ
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た期間が１か月単位につき１日未満の場合は、返還しない。 

（広告主の責務） 

第１４条 広告主は、広告の内容その他広告掲載に関するすべての事項について、一切の責

任を負うものとし、第三者の権利の侵害、財産権の不適切な処理又は第三者に不利益を与

える行為その他の不正な行為を行ってはならない。 

２ 広告主は、広告の掲載により、第三者に損害を与えた場合は、広告主の責任及び負担に

おいて解決しなければならない。 

（損害賠償請求） 

第１５条 広告主の反社会的行為等に関する事情により、本学が被害を被った場合は、学長

は広告主に対し損害賠償請求ができるものとする。 

（協議） 

第１６条 この規程に定めのない事項について疑義が生じた場合は、本学と広告主双方が誠

意をもって協議し、解決を図るものとする。 

（裁判管轄） 

第１７条 この規程に定める広告掲載に関する訴訟は、和歌山地方裁判所に提訴することと

する。 

（その他） 

第１８条 この規程に定めるもののほか、広告の取扱いに関し必要な事項は、本学が別に定

める。 

附 則 

 この規程は、平成２７年１２月２５日から施行する。 

附 則（平成３０年７月１８日一部改正：法人和歌山大学規程第２０６８号） 

 この改正規程は、平成３０年７月１８日から施行する。 

  附 則（令和５年５月３０日一部改正：法人和歌山大学規程第２６１４号） 

この改正要項は、令和５年５月３０日から施行する。 
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様式第１号（第６条関係） 

  年  月  日 

 

国立大学法人和歌山大学長 殿 

 

住所 〒 

 

申請者 

氏名               

                      
（団体にあっては、主たる事務所の所在地、名称及び代表

者の氏名を記入してください。） 

 

広 告 掲 載 申 請 書 

 

国立大学法人和歌山大学広告掲載取扱規程第６条の規定に基づき、下記のとおり申請しま

す。 

記 

 

掲載を希望する広告媒体 

（○で囲んでください。） 

１．印刷物（         ） 

２．本学ウェブサイト 

３．その他（         ） 

掲 載 希 望 期 間     年  月  日 ～     年  月  日 

掲 載 希 望 枠 数 
（掲載希望の広告媒体が複数の場合は

それぞれの媒体ごとの枠数を記入） 
        枠 

リ ン ク 先 Ｕ Ｒ Ｌ 
（本学ウェブサイトに掲載する場合） 

 

広告の内容及び目的 
（広告の内容案を記入又は添付してく

ださい。） 
 

業         種  

連    絡    先 

担当者氏名  

電 話     （   ）     

ＦＡＸ     （   ）     

E-mail  

そ    の    他 

１．申請にあたっては、国立大学法人和歌山大学広告掲載取扱規程及び

国立大学法人和歌山大学広告掲載実施要項を遵守します。 

２．広告の内容に著作権及び肖像権の侵害のないことを確認していま

す。 

３．固定資産への掲載など広告の掲載場所によっては、掲載費用及び原

状回復費用の負担が必要となることを確認しています。 

４．厚生労働省が「若者の「使い捨て」が疑われる企業等」と表する企

業・団体・個人でないことを誓約します。 
  (厚生労働省「確かめよう労働条件」) 

https://www.check-roudou.mhlw.go.jp/qa/roudousya/zenpan/q4.html 
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様式第２号（第８条関係） 

 

和大○第      号 

  年  月  日 

 

 

（  広  告  主  ） 様 

 

 

国立大学法人和歌山大学長 

 

 

広 告 掲 載 決 定 通 知 書 

 

 

 年 月 日付で申請のありました広告掲載について、下記のとおり決定しましたの

で通知します。 

 

記 

 

決  定  区  分 □ 掲載する □ 掲載しない 

掲 載 す る 広 告 媒 体  

掲  載  期  間     年  月  日 ～     年  月  日 

掲  載  枠  数        枠 

リ ン ク 先 Ｕ Ｒ Ｌ 

（本学ウェブサイトに掲載する場合） 
 

広  告  の  内  容  

広  告  掲  載  料  

広 告 掲 載 費 用 □ 別途必要になります □ 不要です 

原 状 回 復 費 用 □ 別途必要になります □ 不要です 

広告掲載料納入期限     年  月  日 

広 告 提 出 期 限     年  月  日 

                  

 

                        


